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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１包分の錠剤を収容する錠剤収容枡が、前後方向に複数列、横方向に複数行設けられた
錠剤収容部と、
　前記錠剤収容枡の下端開口から前記錠剤を取り出し、かつ取り出した前記錠剤を１包分
ずつ払い出す錠剤払出部と、
　前記錠剤払出部により払い出された前記錠剤を１包分ずつ包装する包装部と
　を備える薬剤包装装置において、
　前記錠剤払出部は、
　前記錠剤収容部の下側に配置され、前記錠剤収容枡の前記下端開口を開閉する開閉機構
と、
　前記開閉機構の下側に配置され、前記開閉機構により開放された前記錠剤収容枡の前記
下端開口から落下する前記錠剤を収容する錠剤払出枡が前記錠剤収容枡に対応して複数列
かつ複数行設けられ、前記錠剤払出枡の行方向に移動可能である、錠剤払出部材と、
　個々の前記錠剤払出枡の下端開口に設けられ、前記錠剤払出枡の前記下端開口を閉鎖し
て前記錠剤払出枡内に前記錠剤を保持する閉鎖位置と、前記錠剤払出枡の前記下端開口を
開放して前記錠剤を前記包装部へ落下させる開放位置とに移動可能である、上面に表面粗
度を高める加工を施した底板と、
　前記錠剤払出部材の下側に配置された固定板と、
　前記錠剤払出部材を前記錠剤払出枡の前記行方向に移動させる駆動装置と
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　を備え、
　前記底板の上面は、前記表面粗度を高める加工として、中央部を高くして上向きに膨出
する膨出部と、この膨出部の上面に設けられた複数のリブ状部を備え、
　前記駆動装置による前記錠剤払出部材の移動により、前記錠剤払出枡が前記固定板の先
端に到達すると、前記底板が前記閉鎖位置から前記開放位置へ移動する、薬剤包装装置。
【請求項２】
　前記底板は基端側に前記錠剤払出部材へ回転自在に連結された軸部を備え、先端側が自
由端であり、
　前記固定板は前記先端に複数の段部を備え、
　前記駆動装置による前記錠剤払出部材の移動により、前記錠剤払出枡が対応する前記段
部に達すると、前記底板が前記閉鎖位置から前記開放位置へ前記軸部回りに回動する、請
求項１に記載の薬剤包装装置。
【請求項３】
　前記開閉機構は、前記錠剤収容枡に対応する複数の錠剤通過孔が形成され、上面が前記
錠剤収容枡の底部を構成する閉鎖位置と、前記錠剤通過孔が前記錠剤収容枡と連通して前
記錠剤収容枡の下端開口を開放する開放位置とに移動する一対のシャッタを備え、
　前記シャッタの閉鎖部の上面に表面粗度を高める加工を施している、請求項１又は請求
項２に記載の薬剤包装装置。
【請求項４】
　前記シャッタの閉鎖部の上面は、前記表面粗度を高める加工として、複数の扁平な楕円
球状の膨出部を備える、請求項３に記載の薬剤包装装置。
【請求項５】
　前記シャッタの閉鎖部の上面は、前記表面粗度を高める加工として、複数の直方体状の
突起を備える、請求項３に記載の薬剤包装装置。
【請求項６】
　前記シャッタの閉鎖部の上面は、前記表面粗度を高める加工として、不規則な凹凸部を
備える、請求項３に記載の薬剤包装装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、狭義の錠剤、カプセル剤、及び丸剤のような非粉末形態の固形薬剤を包装可
能な薬剤包装装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　錠剤や散薬等の薬剤を処方に基づいて１回服用分毎に包装する薬剤包装装置が種々提供
されている。この種の薬剤包装装置として、錠剤をいわゆる手撒作業により供給する方式
の錠剤供給ユニットを備えるものが知られている（例えば特許文献１参照）。具体的には
、この方式の錠剤供給ユニットは、薬剤包装装置の上面側に、マトリクス状に配置された
複数の錠剤収容枡を備える。作業者はこれらの錠剤収容枡に錠剤を手作業で投入する。投
入完了後、錠剤収容枡の底部を構成するシャッタが開放し、個々の錠剤収容枡内の錠剤は
可動の錠剤払出部材に設けられた対応する錠剤払出枡に落下する。錠剤払出枡内の錠剤は
、以下の機構により順次包装ユニットに供給される。
【０００３】
　図１７を参照すると、個々の錠剤払出枡５４２の下端開口には底板５４３が設けられて
いる。底板５４３は、基端側には錠剤払出部材に両端が支持されたピン５４４が貫通して
いる。このピン５４４によって底板５４３は錠剤払出部材に対して回転自在に連結されて
いる。また、軸部５４４の周囲には円柱状部５４５が形成されている。一方、底板５４３
の先端側は自由端である。底板５４３は、錠剤払出枡の下端開口を閉鎖して錠剤払出枡内
に錠剤を保持する閉鎖位置（図１７では下側の底板５４３）と下端開口を開放して錠剤払
出枡５４２内の錠剤を包装ユニットへ落下させる開放位置（図１７では上側の底板５４３
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）との間で、ピン５４４周りに回動自在である。錠剤払出部材の下側には、上面が底板５
４３の下面を支持して閉鎖位置で保持し、先端に段部５３７ａ，５３７ｂが設けられた固
定板５３７が配置されている。個々の段部５３７ａ，５３７ｂの先端に円柱状部５４７が
設けられている。この図１７では、互いに隣接する段部５３７ａ，５３７ｂとそれらに対
応する底板５４３を図示している。
【０００４】
　錠剤払出部材の移動により段部５３７ａ，５３７ｂが軸部５４４よりも後方に位置する
と、底板５４３が閉鎖位置から開放位置へピン５４４周りに回動する。詳細には、底板５
４３側の円柱状部５４５の周面が固定板５３７側の円柱状部５４７の周面に沿って移動す
るのに伴って底板５４３が閉鎖位置から開放位置に向けて徐々に回動し、底板５４３側の
円柱状部５４５の中心が固定板５３７側の円柱状部５４７の中心を通過した時点で底板５
４３が完全に開放位置となる。
【０００５】
　一つの底板５４３が開放位置となる錠剤払出部材の位置決めは、錠剤払出部材の駆動機
構にのみによりなされ、底板５４３と固定板５３７の段部５３７ａ，５３７ｂはこの位置
決めに寄与しないため、錠剤払出部材の位置決め精度が低い。そのため、一つの底板５４
３（図１７では上側の底板５４３）が開放位置にあるとき、隣接する底板５４３、すなわ
ち次に閉鎖位置から開放位置へ回動する底板５４３（図１７では下側の底板５４３）につ
いて、底板５４３側の円柱状部５４５と固定板５３７側の円柱状部５４７との間隔αを十
分に確保する必要がある。具体的には、錠剤払出部材の位置決め精度が低いため、仮に間
隔αが狭いとすると、一つの底板５４３（図１７では上側の底板５４３）が開放位置にあ
るときに、次に閉鎖位置から開放位置へ回動する底板５４３（図１７では下側の底板５４
３）に底板５４３側の円柱状部５４５の周面が固定板５３７側の円柱状部５４７の周面ま
で到達し、図１７において矢印βで示すように、底板５４３ｂの自由端に自重による下方
変位（いわゆる垂れ）が生じ、底板５４３ｂが僅かに開放して隙間を生じてしまう。この
隙間を通って錠剤払出枡５４２内の錠剤が落下すると不具合の原因となる場合がある。特
に、錠剤が薄い場合、この隙間からの意図しない錠剤の落下が生じやすい。
【０００６】
　間隔αは底板５４３の段部５３７ａ，５３７ｂ間のピッチに対応する。従って、底板５
４３ｂの垂れに起因する錠剤の意図しない落下を防止するためには、段部５３７ａ，５３
７ｂ間のピッチを大きく設定せざるを得ない。その結果、すべての底板５４３を開放させ
るために必要な錠剤払出部材の移動距離が増加し、装置が大型化する。
【０００７】
　また、従来のこの種の薬剤包装装置では、錠剤払出枡の底板５４３の上面や、前述のシ
ャッタの上面に静電気により錠剤が付着し、不具合の原因となる場合がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開平１０－３２３３８２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は底板やシャッタ板への静電気による錠剤の付着を防止することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、１包分の錠剤を収容する錠剤収容枡が、前後方向に複数列、横方向に複数行
設けられた錠剤収容部と、前記錠剤収容枡の下端開口から前記錠剤を取り出し、かつ取り
出した前記錠剤を１包分ずつ払い出す錠剤払出部と、　前記錠剤払出部により払い出され
た前記錠剤を１包分ずつ包装する包装部とを備える薬剤包装装置において、前記錠剤払出
部は、前記錠剤収容部の下側に配置され、前記錠剤収容枡の前記下端開口を開閉する開閉
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機構と、前記開閉機構の下側に配置され、前記開閉機構により開放された前記錠剤収容枡
の前記下端開口から落下する前記錠剤を収容する錠剤払出枡が前記錠剤収容枡に対応して
複数列かつ複数行設けられ、前記錠剤払出枡の行方向に移動可能である、錠剤払出部材と
、個々の前記錠剤払出枡の下端開口に設けられ、前記錠剤払出枡の前記下端開口を閉鎖し
て前記錠剤払出枡内に前記錠剤を保持する閉鎖位置と、前記錠剤払出枡の前記下端開口を
開放して前記錠剤を前記包装部へ落下させる開放位置とに移動可能である、上面に表面粗
度を高める加工を施した底板と、前記錠剤払出部材の下側に配置された固定板と、前記錠
剤払出部材を前記錠剤払出枡の前記行方向に移動させる駆動装置とを備え、前記底板の上
面は、前記表面粗度を高める加工として、中央部を高くして上向きに膨出する膨出部と、
この膨出部の上面に設けられた複数のリブ状部を備え、前記駆動装置による前記錠剤払出
部材の移動により、前記錠剤払出枡が前記固定板の先端に到達すると、前記底板が前記閉
鎖位置から前記開放位置へ移動する、薬剤包装装置を提供する。
【００１１】
　この構成により、静電気による底板への錠剤の付着を防止できる。
【００１３】
　前記開閉機構は、前記錠剤収容枡に対応する複数の錠剤通過孔が形成され、上面が前記
錠剤収容枡の底部を構成する閉鎖位置と、前記錠剤通過孔が前記錠剤収容枡と連通して前
記錠剤収容枡の下端開口を開放する開放位置とに移動する一対のシャッタを備え、前記シ
ャッタの閉鎖部の上面に表面粗度を高める加工を施すことが好ましい。この構成により、
静電気による底板やシャッタへの錠剤の付着を防止できる。
【００１４】
　例えば、前記シャッタの閉鎖部の上面は、前記表面粗度を高める加工として、複数の扁
平な楕円球状の膨出部、複数の直方体状の突起、又は不規則な凹凸部を備える。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明にかかる薬剤包装装置によれば、表面粗度を高める加工により、静電気による底
板やシャッタへの錠剤の付着を防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施形態にかかる薬剤包装装置の外観を示す斜視図。
【図２】本発明の実施形態にかかる薬剤包装装置の構成を示すブロック図。
【図３Ａ】シャッタが閉鎖された状態の錠剤供給ユニットの部分断面図。
【図３Ｂ】シャッタ開放中の錠剤供給ユニットの部分断面図。
【図３Ｃ】シャッタが開放された状態の錠剤供給ユニットの部分断面図。
【図４】錠剤収容部を示す斜視図。
【図５】図４の部分拡大図。
【図６】錠剤払出部の分解斜視図。
【図７】シャッタ板の平面図。
【図８Ａ】シャッタ板の代案の平面図。
【図８Ｂ】図８Ａの部分拡大図。
【図８Ｃ】図８Ｂの断面図。
【図９】シャッタ板の他の代案の部分平面図。
【図１０Ａ】錠剤払出部材の側面図。
【図１０Ｂ】錠剤払出部材の斜め下側から見た斜視図。
【図１０Ｃ】錠剤払出部材の斜め下側から見た拡大斜視図。
【図１１】底板と開放用突起の関係を示す模式図。
【図１２Ａ】底板の斜視図。
【図１２Ｂ】底板の平面図。
【図１２Ｃ】底板の側面図。
【図１２Ｄ】底板の底面図。
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【図１２Ｅ】底板の正面図。
【図１２Ｆ】底板の背面図。
【図１３】底板の代案の斜視図。
【図１４】底板の他の代案の斜視図。
【図１５Ａ】開放用突起の斜視図。
【図１５Ｂ】開放用突起の側面図。
【図１５Ｃ】開放用突起の平面図。
【図１６】包装ユニットの斜視図。
【図１７】従来の薬剤包装装置における底板と固定板の関係を示す模式図。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、添付図面を参照して本発明の実施形態を詳細に説明する。
【００１８】
（全体構成）
　図１に示す本発明の実施形態に係る薬剤包装装置１は、錠剤供給ユニット２、散薬供給
ユニット３、包装ユニット４、包装済の薬剤が排出される薬剤排出部５を備える。錠剤供
給ユニット２と散薬供給ユニット３はハウジング６の上面側に設けられている。一方、包
装ユニット４はハウジング６内に配置されている。ハウジング６の上面には、コントロー
ルパネル９が設けられている。
【００１９】
　図２を併せて参照すると、錠剤供給ユニット２、散薬供給ユニット３、及び包装ユニッ
ト４の動作は、コントロールパネル９からの入力、各種センサ２７～３０からの入力、及
び外部から入力される処方情報に基づいて、コントローラ１１，１２，１３によって制御
される。本実施形態では、錠剤供給ユニット２はコントローラ１１で制御され、散薬供給
ユニット３はコントローラ１２で制御され、包装ユニット４はコントローラ１３で制御さ
れる。ただし、錠剤供給ユニット２、散薬供給ユニット３、及び包装ユニット４のうちの
２つ以上のユニットを共通のコントローラで制御する構成も可能である。
【００２０】
（錠剤供給ユニット）
　以下、図３Ａ～図１５Ｃを参照して錠剤供給ユニット２について説明する。まず、図３
Ａ～図３Ｃを参照すると、錠剤供給ユニット２は、複数の錠剤収容枡２１がマトリクス状
に設けられた固定の錠剤収容部２２（本実施形態ではハウジング６の上面側の一部を構成
する）と、個々の錠剤収容枡２１に手撒で供給された１包分の錠剤を自動的に順次取り出
して包装ユニット４に供給する錠剤払出部２３とを備える。
【００２１】
（錠剤収容部）
　図１、図４、及び図５を参照すると、本実施形態における錠剤収容部２２には、同一形
状の錠剤収容枡２１が前後方向（列方向）に４列、横方向（行方向）に７行で合計２８個
設けられている。錠剤収容部２２は、行方向に隣接する錠剤収容枡２１間を区切る複数の
第１の隔壁２４ａと、列方向に隣接する錠剤収容枡２１を区切る複数の第２の隔壁２４ｂ
とを備え、これら第１及び第２の隔壁２４ａ，２４ｂによって個々の錠剤収容枡２１が区
画されている。個々の錠剤収容枡２１は上下両端が開口している。上端開口２１ａは、作
業者が手作業で錠剤収容枡２１に錠剤を投入するための開口として機能する。上端開口２
１ａの反対側に位置する下端開口２１ｂは、錠剤収容枡２１内に収容された錠剤が錠剤払
出部２３へ送られる際に通過する開口として機能する。
【００２２】
　錠剤収容部２２は、概ねシート状ないしは板状の封鎖カバー２５と、同様に概ねシート
状ないしは板状の保護カバー２６を備える。保護カバー２６が開放位置にあるとき、封鎖
カバー２５は、錠剤収容部２２から退避した開放位置と、錠剤収容部２２上に載置された
閉鎖位置に移動可能である。封鎖カバー２５が開放位置にあれば、２８個のすべての錠剤
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収容枡２１の上端開口２１ａが開放され、すべての錠剤収容枡２１内に錠剤を投入できる
。一方、封鎖カバー２５が閉鎖位置にあれば、４列７行の錠剤収容枡２１のうち最も後側
の１列を構成する７個の錠剤収容枡２１の上端開口２１ａが封鎖カバー２５によって封鎖
される。その結果、３列７行で合計２１個の錠剤収容枡２１にのみ錠剤を投入できる。
【００２３】
（錠剤払出部）
　図３Ａ～３Ｃ、及び図６を参照すると、錠剤供給ユニット２の錠剤払出部２３は、錠剤
収容部２２の下方に配置された上側シャッタ板３４、この上側シャッタ板３４の下方に互
いに重ね合わせた状態で配置された下側シャッタ板３５、下側シャッタ板３５の下方に配
置された可動の錠剤払出部材３６、並びに錠剤払出部材３６の下方に配置された固定板３
７（錠剤払出部材３６に対して固定されている。）を備える。
【００２４】
　上側及び下側シャッタ板３４，３５は、互いに重ね合わせられた状態を維持しつつ、錠
剤収容枡２１の配置の行方向に移動可能である。上側及び下側シャッタ板３４，３５には
、錠剤収容枡２１の配置の列方向に延びる第１の仕切部３８と錠剤収容枡２１の配置の行
方向に延びる第２の仕切部３９により区画され、かつそれぞれ錠剤収容枡２１と対応する
４列７行で合計２８個の錠剤通過孔４１が形成されている。また、上側及び下側シャッタ
板３４，３５の図３Ａ～３Ｃにおいて左側の端部には下向きに折り曲げた係止部３４ａ，
３５ａが設けられている。さらに、上側シャッタ板３４は錠剤収容部２２に対して図示し
ないばねで連結され、図３Ａ～図３Ｃにおいて右向きに弾性的に付勢されている。さらに
また、下側シャッタ板３５は上側シャッタ板３４に対して図示しないばねで連結され、図
３Ａ～図３Ｃにおいて右向きに弾性的に付勢されている。
【００２５】
　上側及び下側シャッタ板３４，３５に外力が作用しない初期状態では、図３Ａに示すよ
うに、上側及び下側シャッタ板３４，３５は、上側シャッタ板３４の第１の仕切部３８と
下側シャッタ板３５の第１の仕切部３８とにより個々の錠剤収容枡２１の下端開口２１ｂ
を閉鎖する閉鎖位置にある。言い換えれば、上側シャッタ板３４及び下側シャッタ板３５
の第１の仕切部３８の上面が錠剤収容枡２１の下端開口２１ｂを閉鎖する底部を構成する
。図７に示すように、上側シャッタ板３４及び下側シャッタ板３５の第１の仕切部３８の
上面には、表面粗度を高めるための加工として、エンボス加工により扁平な楕円球状の膨
出部１３０が複数形成されている。これらの膨出部１３０を設けることにより、錠剤収容
枡２１に投入された錠剤が上側シャッタ板３４や下側シャッタ板３５の第１の仕切部３８
，３９の上面に静電気により付着するのを防止できる。この付着防止の原理としては、錠
剤は膨出部１３０の先端と接触するので、錠剤と上側シャッタ板３４や下側シャッタ板３
５との接触面積が減少することと、接触面積の低減に伴い錠剤と上側シャッタ板３４や下
側シャッタ板３５との間に微細な隙間が形成され、この隙間でコロナ放電が生じることに
よるものと推察される。
【００２６】
　上側シャッタ板３４及び下側シャッタ板３５の第１の仕切部３８の上面の表面粗度を高
めるための加工の代案としては、図８Ａ～図８Ｃに示すように、第１の仕切部３８の上面
の所定の部位３８ａに複数の直方体状の突起１３１をマトリクス状に設けて規則的な凹凸
を形成してもよい。他の代案としては、図９に示すように、前述の部位３８ａに、エッチ
ング加工等により不規則な凹凸部１３２を形成してもよい。
【００２７】
　図３Ａ～図３Ｃ、図６、及び図１０Ａ～図１０Ｃを参照すると、錠剤払出部材３６はピ
ニオンラック機構及びモータを含む駆動装置によって錠剤収容枡２１の配置の行方向に往
復移動可能である。錠剤払出部材３６には、錠剤収容部２２の錠剤収容枡２１に対応して
４列７行で合計２８個の錠剤払出枡４２が設けられている。錠剤払出枡４２は上下両端が
開口している。個々の錠剤払出枡４２の下端開口には、開閉可能な底板４３が配置されて
いる。
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【００２８】
　図１１～図１２Ｆを合わせて参照すると、個々の錠剤払出枡４２の下端開口に設けられ
た底板４３は基端側がピン（軸部）４４によって錠剤払出部材３６に対して回動自在に支
持されている。具体的には、底板４３の基端側にはピン４４を貫通させる概ね円筒状の一
対の軸受部４３ｅが設けられている。また、底板４３の下面には開放用の錘４５が取り付
けられている。底板４３の先端側は自由端である。底板４３は、錠剤払出枡４２の下端開
口を閉鎖して錠剤払出枡内４２に錠剤を保持する閉鎖位置（図１１の底板４３ａ）と、錠
剤払出枡４２の下端開口を開放して錠剤払出枡４２内の錠剤を包装ユニット４へ落下させ
る開放位置との間で、ピン４４周りに回動自在である。
【００２９】
　図１２Ａ～図１２Ｃに最も明瞭に示すように、閉鎖位置にあるときに錠剤を保持する底
板４３の上面には、表面粗度を高める加工として、中心部を高くして上向きに膨出する膨
出部４３ａと膨出部４３ａの上面に複数のリブ状部４３ｂを設けている。この膨出部４３
ａとリブ状部４３ｂを設けたことにより、錠剤が底板４３の上面に静電気により付着する
のを防止できる。この付着防止の原理としては、錠剤は膨出部４３ａの先端と接触するの
で、錠剤と底板４３との接触面積が減少することと、接触面積の低減に伴い錠剤と底板４
３との間に微細な隙間が形成され、この隙間でコロナ放電が生じることによるものと推察
される。
【００３０】
　底板４３の上面の表面粗度を高める加工の代案としては、図１３に示すように、複数の
エンボス加工等により複数の半楕円球状の膨出部１３３ａを設けた板体１３３を底板４３
の上面に取り付けてもよい。また、図１４に示すように、エッチング加工等により不規則
な凹凸部１３４ａを設けた板体１３４を底板４３の上面に取り付けてもよい。
【００３１】
　底板４３の下面には、ピン４４（基端側）と自由端（先端側）との中間位置よりもピン
４４に開放用窪み４３ｃが設けられている。具体的には、底板４３の下面に一対のリブ状
部４３ｄ，４３ｄが設けられており、このリブ状部４３ｄ，４３ｄの一端（底板４３の基
端側の端部）と、底板４３の下面と、軸受部４３ｅとにより開放用窪み４３ｃが画定され
ている。
【００３２】
　固定板３７の上面には錠剤払出枡４２の底板４３が載せられ、それによって底板４３が
閉鎖位置で保持される。図６を参照すると、固定板３７の図において右側の端部には、錠
剤収容枡２１及び錠剤払出枡４２の列数（本実施形態では４列）と同一数の段部３７ａ～
３７ｄが設けられている。隣接する段部３７ａ～３７ｄ間のピッチＰ（列方向に隣接する
段部３７ａ～３７ｄ間の行方向の間隔）は、錠剤収容枡２１及び錠剤払出枡４２の行方向
の形成ピッチを錠剤払出枡２１及び錠剤払出枡４２の列数で除した値に相当する。
【００３３】
　図１０Ｂ及び図１０Ｃを併せて参照すると、個々の段部３７ａ～３７ｄには、開放部材
１４４が取り付けられている。図１５Ａ～図１５Ｃを併せて参照すると、この開放部材１
４４は固定板３７の段部３７ａ～３７ｄの下面への取り付け部１４４ａを基端側に備え、
上向きに突出する開放用突起１４４ｂを備える。開放用突起を固定板３７の段部３７ａ～
３７ｄ自体に一体に形成してもよい。図１１を参照すると、開放用突起１４４ｂは、先端
１４４ｃから水平方向に対して角度θ１（本実施形態では７．８度であり０～１０度程度
が好ましい）で下向きに延びる上面１４４ｄと、先端１４４ｃから水平方向に対して角度
θ１よりも大きい角度θ２（本実施形態では４５度であり０～９０度程度が好ましい）下
面１４４ｅとを備える。
【００３４】
　図１１の上側の底板４３を参照すると、底板４３の開放用窪み４３ｃの先端側（底板４
３の自由端側）の壁面４３ｆは底板４３が開放位置となると開放用突起１４４ｂの下面１
４４ｅと面接触する角度の傾斜面に設定されている。
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【００３５】
　錠剤払出部材３６が固定板３７に対して錠剤払出枡４２の配置の行方向に移動し、段部
３７ａ～３７ｄ側の上向きに突出した開放用突起１４４ｂの先端４３ｃは底板４３の下面
を支持するが、錠剤払出枡４２が対応する段部３７ａ～３７ｄに達すると、底板４３の下
面の開放用窪み４３ｃに段部３７ａ～３７ｄ側の開放用突起１４４ｂが離脱可能に嵌り込
み、それによって底板４３が開放位置へ回動して錠剤払出枡４２の下端開口が開放される
（図１１において上側の底板４３）。この構成を採用したことにより、錠剤払出部材３６
の移動により底板４３の開放用窪み４３ｃがいったん開放用突起１４４ｂに到達すると、
開放用突起１４４ｂの先端１４４ｃが直ちに開放用窪み４３ｃに嵌り込むので、底板４３
はピン４４を支点として閉鎖位置から開放位置に直ちに自重回動する。言い換えれば、底
板４３は、閉鎖位置から開放位置へ徐々に回動するのではなく、所定位置に達すると閉鎖
位置から開放位置へ急激かつ確実に自重回動する。さらに言い換えれば、底板４３の姿勢
ないしは位置は概ね、閉鎖位置と開放位置の２つの位置のみであり、閉鎖位置でも開放位
置でもない中間的な状態（いわゆる垂れが生じた状態ないしは半開きの状態）は実質的に
ない。従って、段部３７ａ～３７ｄの先端に到達する前に、底板４３の自由端に自重によ
る下方変位（いわゆる垂れ）が生じず、それによって錠剤払出枡４２の下端に隙間が生じ
、この隙間からの意図しない錠剤の落下や、それに起因する包装上の不具合が発生するの
を防止できる。
【００３６】
　また、底板４３の開放用窪み４３ｃに開放用突起１４４ｂが嵌り込むことにより、錠剤
払出部材３６が高精度で位置決めされる。そのため、一つの底板４３が開放位置にあると
き、隣接する底板４３、すなわち次に閉鎖位置から開放位置へ回動する底板４３（図１１
では下側の底板４３）について、開放用窪４３ｃと開放用突起１４４ｂの間の隙間αを狭
く設定できる。そして、この隙間αを狭く設定できるため、固定板３７の段部３７ａ～３
７ｄ間のピッチＰを小さくできる。その結果、すべての底板４３を開放させるために必要
な錠剤払出部材３６の移動距離を短縮でき、装置の小型化（錠剤収容枡２１及び錠剤払出
枡４２の配列の行方向の寸法の縮小）を図ることができる。
【００３７】
　さらに、底板４３の開放用窪み４３ｃに開放用突起１４４ｂが嵌り込むことにより、錠
剤払出部材３６が高精度で位置決めされるので、錠剤払出部材３６を高速で移動させるこ
とが可能であり、錠剤払出部２３から包装ユニット４への錠剤の払出速度を高速化し、包
装速度の高速化を実現できる。
【００３８】
（散薬供給ユニット）
　散薬供給ユニット３は、手作業で散薬が供給され、この散薬を自動的に１包分ずつに分
割して順次包装ユニット４に供給するものである。
【００３９】
　図１を参照すると、散薬供給ユニット３は、ハウジング６の上面に開口した断面が概ね
Ｖ字状の細長い枡（Ｖ枡５１）を備える。Ｖ枡５１の底部は開閉可能である。また、Ｖ枡
５１の下側には複数の分割容器（図示せず）が配置されている。Ｖ枡５１内に投入された
散薬は底部が開放すると分割容器へ落下して所定量に分割される。分割容器の底部も開閉
可能である。分割容器の底部を順次開放することにより、個々の分割容器内の散薬がホッ
パ６７へ落下して１包分毎に包装ユニット４へ供給される。また、Ｖ枡５１内には散薬の
分割数を調整するための可動の仕切板５２が配置されている。
【００４０】
　散薬供給ユニット３の構成は、散薬を１包分ずつ包装ユニット４に供給できる限り、特
に限定されない。例えば、散薬供給ユニット３は、ホッパに投入された散薬を分配皿の外
周環状溝に供給し、掻出し装置によって外周環状溝から１包分ずつ掻き出した散薬を順次
包装ユニット４に供給するものでもよい。
【００４１】
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（包装ユニット）
　図１６を参照すると、包装ユニット４は、ハウジング６内に収容された保持フレーム７
１上に、シート供給部６３、展開ガイド６５、ホッパ６７、ヒートシール部６８、及び印
刷部６９を備える。シート供給部６３は、予め長手方向に沿って二つ折りされた細長い包
装シート６１を巻回したロール６２から包装シート６１を巻き出して供給する。展開ガイ
ド６５は、シート供給部６３により供給される二つ折りの包装シート６１を展開して開口
する。ホッパ６７は、錠剤供給ユニット２及び散薬供給ユニット３から薬剤が投入開口６
７ｂを上端に有し、基端には二つ折りされた包装シート６１の開口に薬剤を導入する導入
口として機能するノズル部６７ａを下端に備える。ヒートシール部６８は、導入された薬
剤を閉じ込めるように包装シート６１をシールし、それによって連続する薬包が作成され
る。印刷部６９は、包装シート６１の経路のうちシート供給部６３と展開ガイド６５の間
に配置されており、包装シート６１に患者名、薬剤名、用法等の情報を印刷する。
【００４２】
　以下、薬剤包装装置１の動作を説明する。手撒作業により上端開口２１ａから錠剤を投
入して個々の錠剤収容枡２１に収容させた後、コントロールパネル９のスタートボタンを
選択すると、錠剤払出部２３が動作し、錠剤収容部２２から供給される錠剤が図示しない
搬送路を介して１包分ずつ包装ユニット４のホッパ６７へ送り、包装ユニット４において
分包処理が実行される。
【００４３】
　まず、スタートボタンが選択される前、すなわち非作動時には、錠剤払出部２３は図３
Ａに示す状態にある。すなわち、上側及び下側シャッタ板３４，３５は、上側シャッタ板
３４の第１の仕切部３８と下側シャッタ板３５の第１の仕切部３８とにより個々の錠剤収
容枡２１の下端開口２１ｂを閉鎖する閉鎖位置にある。スタートボタンが選択されると、
図３Ｂに示すように、錠剤払出部材３６が図において左方向（行方向）に移動する。錠剤
払出部材３６の一端が下側シャッタ板３５の係止部３５ａに引っ掛かり、その結果下側シ
ャッタ板３５も錠剤払出部材３６と共に左方向に移動する。錠剤払出部材３６がさらに図
において左方向に移動すると、下側シャッタ板３５の係止部３５ａを介して錠剤払出部材
３６の一端が上側シャッタ板３４の係止部３４ａに引っ掛かり、その結果上側シャッタ板
３４も錠剤払出部材３６と共に左方向に移動する。
【００４４】
　錠剤払出部材３６と共に上側及び下側シャッタ板３４，３５が移動することで、錠剤払
出部２３は図３Ｃに示す状態となる。すなわち、上側及び下側シャッタ板３４，３５は、
上側シャッタ板３４の第１の仕切部３８が錠剤収容部２２の第１の隔壁２４ａの下面側に
退避し、かつ下側シャッタ板３５の第１の仕切部３８が上側シャッタ板３４の第１の仕切
部３８の下面側に退避し、上側及び下側シャッタ板３４，３５の錠剤通過孔４１，４２が
個々の錠剤収容枡２１の下端開口２１ｂとそれぞれ対向する開放位置となる。また、上側
及び下側シャッタ板３４，３５が開放位置にあるときには、錠剤払出部材３６の錠剤払出
枡４２に上端側の開口がそれぞれ個々の下端開口２１ｂと対向する状態となる。そのため
、個々の錠剤収容枡２１に収容されていた１包分の錠剤は下端開口２１ｂ及び錠剤通過孔
４１，４１を経て錠剤払出部材３６の錠剤払出枡４２に収容される。前述のように上側及
び下側シャッタ板３４，３５の上面には表面粗度を高める加工を施しているので、錠剤に
より静電気が上側及び外側シャッタ板３４，３５に付着することがなく、錠剤は錠剤収容
枡２１から錠剤払出枡４２へ確実に落下する。
【００４５】
　次に、錠剤払出部材３６が図において右方向に移動すると、錠剤払出枡４２の底板４３
が移動方向前側のものから順に段部３７ａ～３７ｄに到達する。開放用突起１４４ｂが開
放用窪み４３ｃに嵌り込むと、底板４３が閉鎖位置から開放位置に回動する。その結果、
個々の錠剤払出枡４２内の錠剤が落下してホッパ６７に供給される。開放用突起１４４ｂ
が開放用窪み４３ｃに嵌り込むことで底板４３が開放するので、対応する段部３７ａ～３
７ｄに到達するまでは、底板４３は確実に閉鎖位置で維持され、錠剤払出枡４２からの意
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図しない錠剤の落下は生じない。また、前述のように、底板４３の上面には表面粗度を高
める加工を施しているので、静電気により錠剤が底板４３に付着することがなく、底板４
３が開放位置に回動すれば、錠剤払出枡４２から確実に錠剤が落下する。錠剤払出枡４２
からホッパ６７に落下した錠剤は、包装ユニット４で１包分ずつ包装される。
【００４６】
　錠剤払出部材３６が図３Ａ～図３Ｃにおいて右方向の移動限度まで移動して、すべての
錠剤収容枡４２の底板４３が開放された後（すべての錠剤収容枡４２内の錠剤が包装ユニ
ット４へ払い出された後）、錠剤払出部材３６は図３Ａ～図３Ｃにおいて左方向に移動す
る（戻り動作）。錠剤払出部材３６のこの戻り動作により、底板４３は図１１において上
側の底板４３のように開放用窪み４３ｃに開放用突起１４４ｂが嵌り込んだ開放位置から
ピン４４周りに回動し、図１１において下側の底板４３のように開放用窪み４３ｃから抜
け出た開放用突起１４４ｂの先端１４４ｃで下面が支持される開放位置となる。前述のよ
うに、開放用窪み４３ｃの先端側の壁面４３ｆは、底板４３が開放位置にあるときに開放
用突起１４４ｂの下面１４４ｅに面接触する傾斜面であるので、錠剤払出部材３６が戻り
動作（図３Ａ～図３Ｃや図１１において左方向の移動）を行うと、開放用突起１４４ｂの
下面１４４ｅ及び先端１４４ｃによって底板４３の開放用窪み４３ｃの下面が円滑かつ確
実に上向きに押し上げられる。従って、個々の底板４３は錠剤払出部材３６の戻り動作に
伴って順次確実かつ速やかに閉鎖位置に戻る。このように、本実施形態における開放用窪
み４３ｃと開放用突起１４４ｂの組み合わせは、底板４３の閉鎖位置から開放位置への迅
速な回動を保証するだけでなく、錠剤払出後における底板４３の開放位置から閉鎖位置へ
の確実かつ速やかな回動をも保証する。
【符号の説明】
【００４７】
　１　薬剤包装装置
　２　錠剤供給ユニット
　３　散薬供給ユニット
　４　包装ユニット
　５　薬剤排出部
　６　ハウジング
　９　コントロールパネル
　１１，１２，１３　コントローラ
　２１　錠剤収容枡
　２１ａ　上端開口
　２１ｂ　下端開口
　２２　錠剤収容部
　２３　錠剤払出部
　２４ａ，２４ｂ　隔壁
　２５　封鎖カバー
　２６　保護カバー
　３４　上側シャッタ板
　３４ａ　係止部
　３５　下側シャッタ板
　３５ａ　係止部
　３６　錠剤払出部材
　３７　固定板
　３８，３９　仕切部
　３８ａ，３９ａ　部位
　４１　錠剤通過孔
　４２　錠剤払出枡
　４３　底板
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　４３ａ　膨出部
　４３ｂ　リブ状部
　４３ｃ　開放用窪み
　４４　ピン
　４５　錘
　５１　Ｖ枡
　６１　包装シート
　６２　ロール
　６３　シート供給部
　６５　展開ガイド
　６７　ホッパ
　６８　ヒートシール部
　６９　印刷部
　７１　保持フレーム
　１３０　膨出部
　１３１　突起
　１３２　凹凸部
　１３３，１３４　板体
　１３３ａ　膨出部
　１３４ａ　凹凸部
　１４４　開放部材
　１４４ａ　取り付け部
　１４４ｂ　開放用突起

【図１】 【図２】

【図３Ａ】
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